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1 IEEE International Canference on

Systems, Man and Cybernetics

IEEE International Canference on Systems, Man
and Cybernetics(SMC)1) は，10 月 6 日から 9 日の 4
日間，チュニジアのハマメットで開催される国際会議で

ある．本研究室からは，私と吉田武史が発表予定である．

1.1 発表内容

SMCでは，「Structural Optimization by Real-Coded
Probabilistic Model-Building GA」というタイトルで発
表を行う．

この発表ではまず最初に，近年注目されている確率モ

デル遺伝的アルゴリズム (Probabilistic Model-Building
GA:PMBGA) の新しいモデルを提案する．提案する
PMBGAは，適合度の高い親個体の分布から子個体を
発生させるための確率モデルを，PCA(主成分分析)と
正規分布を用いて作成し，そのモデルから確率的に子個

体を生成する．この PMBGAでは親個体の特徴を受け
継いだ子個体を生成できるため，PMBGAにより，複雑
な構造物最適化問題を効率的に解くことができる．

UNDX+MGGとの比較実験により，主要な 5つのテ
スト関数において，優位性を示した．

その後，PMBGAを構造物最適化問題に適用する．こ
の問題は複数の制約条件を有する最適化問題である．GA
は一般に制約条件を陽に扱わないため，実行可能領域を

外れた解候補には制約条件を扱うための何らかの処理が

必要となる．

そのため本発表では，PMBGAに制約条件を外れた個
体を，最も近い実行可能領域に引き戻す，Puling Back
Methodとペナルティ関数法を導入した手法を提案する．
特に Pulling Back Methodでは，制約条件を外した個
体が，制約を満たす個体に更新されるため，効率的な探

索が期待できる．

提案手法を，構造物最適化問題の一つであるトラス

構造物最適化問題に適用し，数値実験を通して検証を

行った．また傾斜法を用いた最適化ソフトウェアである

DOT?) との比較を行い，提案手法の性能を評価した．

その結果，今回の発表では，Pulling Back Methodより
も，ペナルティ法が良い結果を示した．

2 最適化シンポジウム

最適化シンポジウム 2002(OPTIS2002)2) は，機械学

会 (設計工学・システム部門)が主催し，10月 12，13日
の両日に，京都大学吉田キャンパスで開催される．OP-
TIS2002は，1994年より 2年おきに開催されているシン
ポジウムで，今回で第 5回目の開催となる．2年に 1回，
最適化分野の研究者が一堂に会し，設計最適化にとって

興味深い研究を発表し，深く議論するという理念に基づ

き，この分野の研究の質を高め，世界における先導的な

研究を生み出す場を提供することを目的としている．本

研究室からは，私と佐野正樹が発表予定である．

2.1 発表内容

OPTIS2002では，「NetSolveを用いたトラス構造物の
最適化計算」というタイトルで発表を行う．

この発表では，Grid環境下における最適化システム
の提案を行う．システムの構築は Grid RPCと呼ばれる
ミドルウエアの利用を考える．特に実際の実装において

は，Netsolveと呼ばれるGridのミドルウェアを用いて
システムを構築する．

提案する最適化システムでは，まず，OptimizerとAn-
alyzer (Function Call)を分離して考える．そのため個々
のサーバに用意されている Optimizerを管理し，シス
テム利用者から要求を受けつける Optimizer Agentと，
個々のOptimizerから要求を受けつけ，個々のAnalizer
に計算を依頼する Analizer Agentの 2つの Agentを用
意する．システム利用者は，それが Grid上のどこに存
在し，どう利用できるのかを詳しく知らずとも，簡単に

システムを利用することができる．

本発表では，提案する最適化システムを実現するため

に必要なGrid RPCのための APIと Netsolveを用いた
実装方法について述べる．続いて，提案システムの一部

を遺伝的アルゴリズム，および有限要素法を用いたトラ

ス構造解析により実装して数値実験を行った結果を示し，

考察を行った．
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